
１．研究人材ストックの所属状況 ２．研究人材のフローの状況
　２－１　機関間移動の状況
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日本の研究人材（108万人 Head-counts）の機関別所属状況（平成16年度）
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約1,200人

約400人

約600人

約1,100人

約300人

約5,600人

約6,300人

約12,400人
（内グループ間約3,600人）

約2,700人

新規採用

約 21200人

約8,400人

約1,400人

海外

約13,300人

約5,400人

注）海外は、大学、独法等

H16年度 中・長期のみ
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